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共同事業グループニュース：30年 1 月号
平成 30 年 1 月 31 日発行

№101

○ このニュースは、毎月１回、都道府県石油組合、北海道 18石油組合、共同事業部会委員、

農林漁業部会委員に配信しています。

○ 全石連ホームページ「石油広場」に本誌の第 1号から最新号まで常時掲載しています。

石油広場のURLは http://www.zensekiren.or.jp/ です。

※「石油広場 全石連ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ」⇒「組合員の皆様へ」⇒「組合員情報」

⇒「共同事業 G ﾆｭｰｽ」
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１ 秋期キャンペーン結果の最終報告

29 年度秋期キャンペーンの中型生命グループ保険の達成状況は、17組合となりました。

給油伝票、洗車用タオルを加えた 3種目の結果は下表の通りとなりました。

組合の皆様のご尽力に感謝申し上げます。

秋期キャンペーン目標達成状況

東北
給油

伝票

洗車

ﾀｵﾙ

中型

生命
関東

給油

伝票

洗車

ﾀｵﾙ

中型

生命
関東

給油

伝票

洗車

ﾀｵﾙ

中型

生命

北海道 新潟 ◯ ◯ ◯ 東京 ○ ◯ ◯

青森 ◯ ◯ 長野 ◯ ◯ 神奈川 ◯ ◯ ◯

岩手 ◯ ◯ 群馬 ◯ ◯ 静岡

宮城 ◯ ◯ ◯ 栃木 山梨 ◯ ◯

福島 ◯ ◯ ◯ 茨城

秋田 ◯ ◯ ◯ 千葉 ◯ ○

山形 ◯ ◯ ◯ 埼玉

中部
給油

伝票

洗車

ﾀｵﾙ

中型

生命
近畿

給油

伝票

洗車

ﾀｵﾙ

中型

生命
中国

給油

伝票

洗車

ﾀｵﾙ

中型

生命

愛知 ◯ 滋賀 岡山 ◯

三重 京都 広島 ○ ○ ◯

岐阜 ◯ ◯ 大阪 鳥取 ○

富山 ◯ ◯ ◯ 奈良 ○ ◯ 島根 ◯ ◯

石川 ◯ ◯ 和歌山 ◯ ○ ◯ 山口 ◯ ◯

福井 ○ ○ ◯ 兵庫 ◯ ○ ◯

四国
給油

伝票

洗車

ﾀｵﾙ

中型

生命
九州

給油

伝票

洗車

ﾀｵﾙ

中型

生命

徳島 ◯ ○ 福岡 ○

高知 ◯ 大分 ◯ ◯ ◯

愛媛 佐賀 ◯ ◯ ◯

香川 ◯ ○ ○ 長崎 ◯ ◯

熊本

宮崎 ◯ ◯ ◯

鹿児島 ◯ ○

沖縄 ◯ ◯ ◯

総数 33 34 17

28 年度 30 32 16
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２ 年度末セール実施のご案内

今年度も３月に年度末セールを実施する予定です。期間中は洗車用タオルやロール紙等のセ

ール対象商品を特別価格にてご提供します。

本セールを組合員に周知するため、２月２６日（月）付け「ぜんせき」に「共同事業インフ

ォメーション・年度末特別セール号」を折り込み配布します。

同じ内容のＡ３サイズのチラシ（表裏カラー）もご用意しますので、是非ご活用ください。

チラシをご希望の際は、必要部数を資材チームまでご連絡ください。

３ 東芝製・蛍光ランプ、ＨＩＤランプ等の製造終了について

本会で取り扱っているランプ類（コード：849）の製造メーカーである東芝ライテックでは、

平成２９年３月末をもって、蛍光ランプ、ＨＩＤランプ、ハロゲンランプ、特殊電球等の製造

の一部を終了しているため、メーカー在庫の状況により、予告なく取り扱いができなくなる（水

銀灯ランプは在庫終了となっています。）ことが想定されますので、あらかじめご了承くださ

い。

なお、他メーカーの製品で同等品が手当てできる場合は、ご提案させていただきます。

４ 中型生命グループ保険の最新加入状況

中型生命グループ保険の２月１日現在の加入者数は、7,643 人(前月 7,566 人、前月比 77 人

増）です。キャンペーンの結果で、前月比で加入者増となりました。

「中型生命を組合員にどう紹介したらよいのだろうか？」という質問を受けることがありま

すが、答えの一つとしては、「月額数百円の掛金で社員への死亡弔慰金が用意できるコンパク

トな保険です。病気で入院した場合、見舞金も受け取ることができます。」といったフレーズが

よいのではないでしょうか。

５ SS 土壌浄化保険での支払事例について

ＳＳの地下タンク・配管に長期の使用や立地条件によって腐食し穴が空いてしまい、その結

果、石油製品が地中に漏洩したことでＳＳ内部やその周囲の土壌を汚染してしまった事故が起

きた時に、土壌浄化費用や第三者への賠償金などが保険金として支払われるのが、「ＳＳ土壌浄

化保険」です。平成 16年から斡旋を行ってきていますが、現在 280 件の加入があります。

これまで、「漏洩事故」は 0件で推移してきましたが、28年 12 月に漏洩事故発生の報告があ

り、保険会社の損害調査が終了し、保険金が支払われました。今回の事故は、総費用約 3,800

万円に対して約 3,200 万円が支払われました。今回の事故は、配管部分から漏洩したもので、

幸いに汚染範囲はＳＳ敷地内で収まったようです。

ＳＳ土壌浄化保険の保険料は 10～14 万円と高額ではありますが、漏洩事故が発生した場合

の金銭的出費を大きく抑えられる実例といえるのではないでしょうか。
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６ 総括表等作成時の注意点について

各制度の総括表等（農林軽油は集計確認証〈販売店段階〉）作成時の注意事項については、こ

れまで都度お知らせしてきましたが、集計エラーの原因となる事項、元売からの問合せ・指摘

の多い事項について、あらためてお知らせいたします。

集計業務を正確に遂行するために重要な事項ですので、登録業者から提出された総括表等を

確認する際に、以下の観点で組合でご確認いただくとともに、登録業者への指導をお願いいた

します。

① 小数点の取り扱い

各総括表等は「リットル」単位での記入としていますが、まれに小数点以下を記入してい

ることがあります。この場合、小数点以下は１件ごとに切捨て処理（50.4 の記入であれば 50

に訂正）をしたうえで、再提出をお願いします。

各制度での税金の還付申請の基になる資料となります。そのため小数点以下を四捨五入や

切り上げの処理をすることは認められません。

② 記載事項の訂正

各総括表等を訂正する際は、訂正印を使用してください。修正テープは使用できません。

③ 小計・合計の記入

各総括表等はそれぞれ「ページごとの小計」や「全体の合計」「油種ごとの合計」等を記載

することになっています。小計・合計欄は必ず記入する旨ご指導ください。また組合におい

ても小計・合計の数字を必ず確認してください。

④ 登録番号について

無税を除く各制度の登録番号は、「２桁の県番号」－「４桁の業者番号」－「２桁の元売番

号」で構成されています。例えば、「０１-０１０１－０１」の登録番号の「０」を省略して、

「１-１０１-１」と記載されると集計エラーとなってしまいますので、正しい登録番号の記

載をご指導ください。組合で受付の際に発見した場合は、確認数量以外は組合で訂正できま

すので、確認の上「０」を記入してください。

７ 総括表提出のお願い

本会への提出締切を１月末までとしている総括表等は、下表の通りです。

まだ総括表が組合に届いていない登録業者には、至急、提出確認の電話をお願いします。

無税重油 国産Ａ重油 農林軽油 海運用燃油

１２月分

(無税重油は２５日まで)
１２月分 第３四半期 第３四半期

--------------------------------------お知らせ--------------------------------------

2 月 1日付けで農林チームに竹内 真己（ﾀｹｳﾁ ﾏｻｷ：現職/石油協会 信用保証事業部）が

配属となります。


